
2026 年 6 月 18 日 

森林を守ろう！山陰ネットワーク会議 

事務局 宛 

会員名 特定非営利活動法人さくらおろち 

代表 理事長 堀江 研次 

 

「アドバイザリー事業」利用報告書 

1.派 遣 日 時： 2026 年 6 月 12 日（金） 18:00 ～19:00 

 

2.会 場： 奥出雲多根自然博物館（仁多郡奥出雲町佐白） 

 

3.参 加 者： 合計 25 人  
 

団体名・個人名 人数 団体名・個人名 人数 

① NPO 法人さくらおろち会員 20 人 ④   

② 官公庁関係者 4 人 ⑤   

③ その他一般聴講者 1 人 ⑥   

 

4.活 動 内 容 

活動項目 時 間 具体的内容 

講演 18：00～19：00 テーマ：田舎の贅沢について考えよう 

総会 19：00～19：50 NPO 法人さくらおろち 通常総会 

懇親・交流会 20：00～21：30 佐藤先生も交えた懇親・交流会 

 

5.活動の状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

佐藤氏は都会の大学から就職で出雲に戻ることを決断した時に、「ざまあ見ろ」の志向で、都会ではできな

いことをやってやろうと決意したところから話が始まった。20 代は登り窯を自分で造って焼物を作ったり、

山菜・薬草、自然探求など自然豊かな島根でないとできないことをしてきたりしたという。 

 「山陰ではキノコ文化が東北や信州に比べると劣っているのは、そもそも食べるものが豊富にあったため」

と話し、出雲平野の散居住宅と築地松、かやぶきの屋根が反り返っている出雲風民家の特殊性、日本で神戸

川でのみ見られるアユの四手網漁など、山陰固有の文化も紹介。 

 特産のシジミが生きるために宍道湖が海水の 10 分の 1 の濃度の汽水湖であること、その汽水湖で生きる

シンジコハゼが、ロシアの沿海州や韓国の東海岸など環日本海の汽水湖で発見されていることから、大昔、

日本海が大きな汽水湖だったことなどを説明。 

 斐伊川河口で見られるマガンの群れや、ニホンアシカの痕跡、神話に登場するワニの正体がニホンアシカ

であること、神戸川水系の佐田で発見されたイズモコバイモなどのことなどにも触れられた。島根の自然の

貴重さがわかる会となった。 

以上 



6.活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


